


    悩み

     病院や医師により治療方法が異なるので、悔いのない治療方法を探して選ぶのが大変だった。 


    助言

    
              【治療を最終的に決めるのは自分自身】




  
  治療を最終的に決めるのは自分自身です。セカンドオピニオンなどで他の医師の意見を聞いているうちに、異なる意見の中で迷いが深くなるということもあるかもしれませんが、自分で決めるためにも、説明を受けたことを十分理解できているか整理してみましょう。
また、治療を決める際、参考になるものの一つに各学会が出している診療ガイドラインがあります。一部のがんに関しては、患者さん向けに書かれたガイドラインもありますので、ガイドラインに沿って検討することもできます。


  




              【提示された治療が異なれば、異なっている理由を確認する】




  
  セカンドオピニオンなどで、もともと提示されていた治療とは異なる治療を提示されたら、後で悩むよりも、その場で、異なる理由、今向き合っている担当医がなぜこの治療を提示しているかの理由等を確認してみましょう。
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